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The role of character in interpersonal relationships in modern youth




































































































































































































































調査協力者　関西の私立大学　学生 1 年次生 48 名（男


























































たところ，それぞれ 0.83 および 0.62 となったため，数
量化Ⅱ類を実施した（図 1）．その結果，第 1 軸の精度（相
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ついては 2 個の軸を見いだした（表 3，図 3）．図 3 から，
第 1 軸を「抑制―主張」，第 2 軸を「距離・遠近」と命






軸 固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
1 0.33 28.84% 28.84% 0.58
2 0.18 16.28% 45.1 2% 0.43












図 2  「家族」についての第1軸×第2軸





行った．その結果，「家族」と同様の 2 軸を見出し（表 4，
図 4），同様に，第 1 軸を「抑制―主張」，第 2 軸を「距離・





得た（図 5）．第 1 クラスターは「距離・近／主張」群，











軸 固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
1 0.16 31.69% 31.69% 0.40
2 0.11 20.63% 52.32% 0.36
図 4  「親友」についての第1軸×第2軸



















軸 固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
1 0.14 26.18% 26.18% 0.37
2 0.09 17.73% 43.91% 0.31
図 6  「友人」についての第1軸×第2軸





いて分析を行った（表 6，図 8）．図 8 から軸名を「主張





軸 固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
1 0.25 28.98% 28.98% 0.50


































　 家族 親友 友人
ストレッサーの区分















1 ．葛藤，障害 0.17 0.26 0.17 0.14 0.33 0.29 0.13
2 ．精神的要因 0.22 0.16 0.08 0.57 0.22 0.09 0.21
3 ．人間関係 0.44 0.37 0.58 0.29 0.44 0.29 0.54
4 ．時間的要因 0.17 0.16 0.17 0 0.44 0.18 0.13
　Cramer’s V ※ 0.27 0.23 0.36 0.4 0.44 0.56 0.33
　（＊　キャラ×ストレッサー）
表 8　距離・遠近についての相関行列
　 家族 親友 友人 部活
家族 1.00 0.60 0.38 0.22
親友 ** 1.00 0.64 0.41
友人 * ** 1.00 0.13
部活 ** 1.00
*p<.05   **p<.01
表 9　抑制－主張についての相関行列
　 家族 親友 友人 部活
家族 1.00 0.57 0.37 0.20
親友 ** 1.00 0.68 0.51
友人 * ** 1.00 0.25
部活 0.20 ** 0.25 1.00
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